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総延長5360メートル 

r
 

に
ン
 

き
 

村
の
田
植
え
が
み
ん
な
終
っ
た
 

植
え
た
ば
か
り
の
田
の
面
を
 

そ
よ
そ
よ
と
わ
た
る
風
に
の
っ
て
 

笛
太
鼓
の
音
が
ひ
び
き
わ
た
る
 

今
日
は
早
苗
ぶ
り
で
あ
る
 

米
が
余
る
と
い
う
声
の
中
に
も
 

村
仕
舞
い
は
み
ん
な
を
ほ
っ
と
さ
せ
 

豊
か
な
稔
り
を
祈
ら
ず
に
は
お
れ
な
い
 

米
を
作
る
生
き
甲
斐
を
 

感
じ
て
き
た
人
々
で
あ
る
 

さ
あ
そ
ろ
っ
て
虫
送
り
を
や
ろ
う
じ
や
な
い
か
 

わ
ら
で
作
っ
た
虫
を
か
か
え
て
 

子
ど
も
ら
は
無
心
に
楽
し
い
 

空
に
は
白
い
雲
が
漂
ょ
う
 

市
で
は
、
四
十
七
年
度
か
ら
新
た
に

ク
農
免
道
路

4
 

整
備
の
計
画
を
た
て
飯
詰
か
ら
興
隆
、
石
田
坂
を
経

て
松
野
木
に
至
る
総
延
長
五
千
三
百
六
十
りM
の
農
道

整
備
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
区
間
は
、
山
間

の
湿
地
帯
を
縫
う
よ
う
に
藩
政
時
代
か
ら
の
巾
が
せ

ま
く
地
盤
の
軟
い
農
道
で
、
こ
れ
が
整
備
さ
れ
る
と

大
型
機
械
も
通
り
農
業
の
近
代
化
の
基
盤
づ
く
り
が

で
き
る
と
地
元
か
ら
完
成
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
 

農
免
道
路
と
い
う
の
は
、
農

林
漁
業
用
の
揮
発
油
税
の
み
か

え
り
と
し
て
、
そ
の
財
源
で
農

道
を
整
備
す
る
も
の
で
、
整
備

計
画
に
必
要
な
事
業
費
一
億
七

千
九
百
万
円
は
国
が
全
体
の
三

分
の
二
、
残
り
は
県
と
市
が
お

ょ
そ
七
対
三
の
割
合
で
負
担
し
 
 

ま
す
。
 

第
一
次
計
画
で

は
、
四
十
七
年

度
か
ら
向
こ
う

三
カ
年
に
飯
詰
 

（
ー
ー
ッ森
）
か

ら
興
隆
、
朝
日

を
経
て
戸
沢
部

落
ま
で
の
農
道
 

鱈
霧
醸
相
 

の
う
ち
初
年
度
酌

の
四
十
七
年
度
計
 

に
は
飯
詰
（
ー
ー
 

ッ
森
）
か
ら
糖
 

塚
川
を
こ
え
興
 

隆
方
向
へ
三
百
六
十
りM
を
整
備

し
ニ
ッ
森
か
ら
興
隆
開
拓
西
側

ま
で
の
千
百
十
M
に
わ
た
っ
て

整
備
の
た
め
の
用
地
の
収
得
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
糖
塚
川

に
ー
カ
所
、
橋
梁
工
事
を
あ
わ

せ
て
行
な
い
ま
す
。
続
い
て
行

な
わ
れ
る
第
二
次
計
画
は
戸
沢

部
落
か
ら
東
へ
、
天
神
川
沿
い

に
進
み
石
田
坂
部
落
の
西
入
り

口
の
神
社
前
か
ら
右
へ
曲
が
り

若
山
を
経
て
松
野
木
に
至
る
延
 
 

長
三
千
五
百
六
十
M
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

市
の
農
免
道
路
事
業
は
す
で

に
さ
る
四
十
一
年
か
ら
三
カ
年

に
わ
た
り
吹
畑
ー
飯
詰
間
（
延

長
約
三
千
六
百
M
）
の
旧
森
林

軌
道
敷
に
完
成
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
 

定
期

乳
児

検
診
 

2
7日
公

民

舘
で
 

健
康
年
金
課
で
は
毎
月
定
期
的

に
乳
児
検
診
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
六
月
二
十
七
日
 
（火
）
 

午
後

一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
市

中
央
公
民
館
で
新
市
の
昭
和
四

十
六
年
十
一
月
生
れ
の
赤
ち
や

ん
を
対
象
に
栄
養
士
に
よ
る
離

乳
食
の
指
導
や
育
児
相
談
に
応

じ
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
吹
畑
か
ら
飯
詰
を

と
お
り
松
野
木
に
至
る
幅
員
七

り
M
の
環
状
の
大
型
農
道
が
お
目

見
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

4
7年
度

米
生

産
調
整
 

現
地

確
認

1
9日
か
ら
 

市
農
林
課
で
は
、
四
十
七
年

度
の
米
生
産
調
整
（
減
反
）
の

現
地
確
認
を
六
月
十
九
日
か
ら

同
月
二
十
八
日
ま
で
の
十
日
間

に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。
現
地

確
認
は
一
班
か
ら
八
班
に
分
か

れ
地
番
単
位
に
行
な
い
ま
す
の

で
休
耕
（
転
作
と
も
）
田
に
は

か
な
ら
ず
標
識
（
立
札
）
を
た

て
て
く
だ
さ
い
。
 ー
カ
所
に
何

筆
も
あ
る
場
合
は
、
代
表
地
番

を
書
き
面
積
を
ま
と
め
て
記
入

し
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
確
認

の
際
は
か
な
ら
ず
立
ち
会
い
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
当
日
午

前
八
時
ま
で
に
現
地
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
ま
た
確
認
は
、
午

前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
実

施
し
ま
す
が
雨
天
（
小
雨
決
行
 

）
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場

合
は
改
め
て
連
絡
し
ま
す
。
 

実
測
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
後
日
改
め
て
現
地
を
調
査
 

L
ま
す
。
な
お
各
自
の
確
認
日

程
は
確
認
前
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
立
ち
会
い

し
て
く
だ
さ
い
。
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行事や予定は 
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昭和46年の道路愛護運動（稲実で） 

D
 

一
ー・
七
月『
一
日
か
ら
 

一
 

」

ー
道
路
愛
護
運
動
は
じ

ま
る
ー
」
 

与ごし二 

地
域
住
民
の
自
主
的
な
奉
仕

活
動
で
、
さ
る
四
十
年
か
ら
行

な
っ
て
い
る
市
の
道
路
愛
護
運

動
は
、
こ
と
し
も
七
月
一
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
の
ー
カ
月
間

市
内
全
域
に
わ
た
り
行
な
わ
れ

ま
す
。
 

市
内
の
道
路
は
、
泥
炭
地
層

の
軟
弱
な
地
盤
の
た
め
春
の
雪

ど
け
と
と
も
に
路
面
の
痛
み
が

激
し
く
補
修
や
改
良
に
お
わ
れ

ど
お
し
で
、
地
域
住
民
か
ら
道

路
は
自
分
達
の
手
で

「
補
修
を
 

続
け
て
行
こ
う
 

」
と
道
路
愛
護

蓮
計勤
が
始
ま
り

ま
し
た
。
農
閑

期
や
仕
事
の
合

い
間
、
リ
ャ
カ
 

ー
や
一
輪
車
を

く
り
出
し
自
ら

奉
仕
を
か
っ
て

で
る
道
路
整
備

の

ク
人
海
戦
術

カ
も
軌
道
に
の
 

り
さ
る
四
十
年

か
ら
四
十
六
年

ま
で
の
七
年
間

に
奉
仕
を
か
っ

で
で
た
市
民
は
 

の
べ
三
万
七
百

＋
四
人
に
達
し
 

六
月
一
日
 
か
ら
全
国
い
 
っ

せ
い
 
に行
な
わ
れ
た

第
十
四

回
「
水
道
週
間
」
に
ち
な
ん
で

市
水
道
課
で
は
、
元
町
浄
水
場

を
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に
な

り
見
学
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
 

一
般
公
開
は
、
六
月
二
十
七

目
（
火
曜
日
）
で
、
参
加
者
は

当
日
午
前
十
時
ま
で
市
役
所
前

に
集
合
し
た
あ
と
、
元
町
浄
水

場
へ
案
内
し
、

水
道

施
設
に
 
 

リ
ヤ
カ
ー
や
ト
レ
ー
ラ
ー
、
 一

輪
車
、

ト
ラ
 
ッ
ク
な
どの
車
両

の
提
供
台
数
は
六
千
九
百
三
十

三
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
程

は
△
七
月
一
日
 
小
曲
 
△
七

月
三
日
ー
六
日
 
松
島
 
△
七

月
十
日
、
十
一
日
 
中
川
 
△

七
月
十
二
日
、
十
三
日
 
飯
詰

△
七
月
十
四
日
、
十
五
日
 
三

好
 
△
七
月
十
八
日
 
毘
沙
門

△
七
月
十
九
日
ー
二
十
一
日

栄
 
△
七
月
二
十
二
日
 
梅
沢

△
七
月
二
十
四
日
ー
二
十
六
日
 

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

当
日
場
内
で
は
、
蛇
口
、
不

凍
栓
、
そ
の
ほ
か
水
道
施
設
の

部
品
を
展
示
し
水
道
に
つ
い
て

の
苦
情
、
質
問
な
ど

一
般
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

見
学
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
 

六
月
二
十
二
日
ま
で
市
水
道
課
 

（内
線
二
四
〇
番
か
二
四
二
番
 

）
 
へ
電
話ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 
 

七
和
 
△
七
月
二
十
七
日
ー
一
一

十
九
日
 
長
橋
 
で
各
部
落
別

や
作
業
開
始
時
間
に
つ
い
て
は

住
民
と
打
ち
合
せ
の
う
え
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

国
民

年

金
証
書
の
 

提
出
を
早

目
に
 

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
皆

さ
ん
、
国
民
年
金
証
書
を
提
出

さ
れ
ま
し
た
か
。
早
目
に
提
出

さ
れ
な
い
と
九
月
六
日
の
支
払

日
に
年
金
の
支
払
い
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
年
金

課
年
金
係
へ
早
急
に
お
届
け
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
年
金
の
支

給
が
と
め
ら
れ
て
い
た
人
で
も

こ
と
し
か
ら
受
け
ら
れ
る
公
算

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
今
回
の
法
律
の
改

正
に
よ
り
相
当
額
所
得
の
あ
る

家
庭
の
人
に
も
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す

戦
争
公
務
に
よ
る
扶
助
料
な
ど

と
福
祉
生
人立
と
の
併
給
制
限
も

現
行
準
士
官
ク
ラ
ス
か
ら
中
尉

ま
で
全
額
併
給
で
き
る
ょ
う
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
 

普
通
扶
助
料
な
ど
と
福
祉
年

金
と
の
併
給
制
限
も
現
行
福
祉

年
金
相
当
額
か
ら
、
こ
れ
を
六
 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
で
は

沖
縄
復
帰
と
市
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
 

ー
ッ
少
年
団
結
成
を
記
念
し
、
 

前
々
か
ら
交
流
の
深
か
っ
た
沖

縄
県
内
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

と
の
交
歓
ラ
リ
ー
を
行
な
う
こ

と
に
な
り
い
ま
そ
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
 

六
月
二
十
日
に
出
発
し
、
那

覇
市
、
 コ
ザ
市
、
名
護
町
、
首

里
町
な
ど
を
ま
わ
り
ま
す
が
、
 

と
く
に
沖
縄
終
戦
日
と
い
わ
れ

る
六
月
二
十
三
日
に
は
、
摩
文

仁
丘
で

行
な
わ
れ
る
沖
縄

県

合
同
慰
霊
祭
に
参
列
し
、
青
森

県
の
 
「み
ち
の
く
の
塔
」
に
参

拝
し
て
二
十
五
日
帰
り
ま
す
。
 

な
お
、
沖
縄
の
戦
い
の
死
亡

者
の
遺
族
の
方
で
、
 「
み
ち
の
 
 

万
円
ま
で
併
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
年
金

を
受
け
て
い
た
人
も
、
と
め
ら

れ
て
い
た
人
も
年
金
証
書
は
忘

れ
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

森
さ

ん
 

市
に

1
0万
円
寄

金
 

市
内
柏
原
町
で
内
科
医
院
を

開
業
し
て
い
る
森
富
夫
さ
ん
は

母
親
が
死
亡
さ
れ
た
そ
の
香
典

返
し
に
「
養
護
施
設
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
現
金
十
万
円

を
市
に
寄
金
し
ま
し
た
。
市
で

は
森
さ
ん
の
意
向
を
汲
ん
で
市

立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
の
施
設
整
備
費
と
し
て
役

立
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

く
の
 
塔
」
 
へ
の
ご
 
供
物
が
あ

れ
ば
あ
ま
り
大
き
い
も
の
で
な
 

い
限
り
、
 一
行
が
代
わ
っ
て
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
市
サ
イ
ク

リ
ン
グ
協
会
事
務
局
の
市
教
育

委
員
会
内
の
太
陽
と
雪
の
課
へ

ご
連
絡
願
い
ま
す
。
な
お
一
行

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

団
長
成
田
不
二
雄

（
栄
 町
）
 

小
山
内
文
康

（
布
屋
町
）
 

三
国
日
出
夫
（
柳
 
町
）
 

小
山
内
有
義

（
布屋
町
）
 

菊
池
 
正
幸

（
大
 町
）
 

外
崎
 
誠

一
（
旭
 
町
）
 

対
馬
 
寛
三
（
毘
沙
門
）
 

沢
田
 
武
美

（
栄
 
町
）
 

岩
谷
 
賢
司

（
寺
 
町
）
 

浜
田
 
義
徳

（
栄
 
町
）
 

鈴
木
 
誠

一
（
旭
 
町
）
 

2
7日
元
町
浄
水
場
を
 

一
般
に
公
開
 

一
ー
沖
縄
親
鷲
細

協
会
」
 

母
 r

 



定員は60名です 

お母さん教室ひらく 

幼児教育のための 
二
回
目
の

お
は
よ
 

う
サ

イ
ク
ル

1
8日
 

こ
と
し
二
回
目
の
市
の
 
「お
は

よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
は
，
六

月
十
八
日
 
（
日
曜
日
）
に
行
な

い
ま
す
。
当
日
は
、
午
前
五
時

五
十
分
ま
で
市
民
文
化
会
館
前

に
集
合
し
た
あ
と
、
松
島
地
区

を
経
由
し
飯
詰
に
あ
る
勤
労
青

少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
住

復
十
ニ
キ
ロ
を
走
破
し
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
人
は
、
 一
年
間
の

傷
害
保
険
料
と
し
て
百
円
を
ご
 

③
 
持
参
願
い

ま
す
。
な
お
雨
天
の

際
は
六
月
二
十
五
日
の
日
曜
日
 

に
行
な
い
ま
す
。
 

r
 

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
 

「
お
母
さ
ん
教
室
」
を
開
設

す
る
の
は
一
回
目
の
六
月
下
旬

か
ら
明
年

一
月
ま
で
十
回
開
か

れ
ま
す
が
、
募
集
人
員
は
六
十

人
の
定
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
受
講
を
希
望
さ
れ
る
お
母

さ
ん
は
六
月
二
十
日
ま
で
に
市

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
用

紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

受
講
は
無
料
で
す
。
 

講
師
に
は
、
大
学
教
授
や
お

医
者
さ
ん
、
保
育
園
の
保
母
さ

ん
な
ど
幼
児
教
有
の

ユ
キ
ス
パ
 

ー
ト
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
講
議

だ
け
で
な
く
十
六
、
与映
写
フ
イ

ル
ム
や
v
T
R

な
ど
を

活
用

し
話
し
合
い
や
質
問
時
間
を
じ

ゆ
う
ぷ
ん
設
け
る
ほ
か
八
回
、
 

九
回
は

参
加
者
の
希

望
に
よ

り
勉
強
す
る
種
目
や
課
題
を
決

め
て
も
ら
い
ま
す
、
学
習
の
時

間
は
一
回
二
時
間
と
し
時
間
帯

は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
決
め

る
な
ど
参
加
す
る
お
母
さ
ん
木

位
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

予
定
し
て
い
る
学
習
課
題
と
 

帳
交
付
後
、
こ
れ
ま
で
診
査
を
 

受
け
た
こ
と
の
な
い
人
。
前
回
 

の
診
査
の
あ
と
障
害
に
変
化
を
 

講
師
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽

一
回
（
六
月
下
旬
）
 
「子

ど
も
の
特
長
と
性
格
形
成
」
弘

大
教
育
学
部
長
古
川
忠
次
郎
▽

二
回
（
七
月
上
旬
）
 
「子
ど
も

の
健
康
管
理
」
西
北
中
央
病
院

小
児
科
医
長
田
口
鉄
治
▽
三
回
 

（
七
月
下
旬
）
 
レク
リ
エ
ー
シ
・

ョ
ン
 （
こ
ど
も
と
い
っ
し
よ
）
 

さ
く
ら
保
育
園
主
任
保
母
釜
池

高
子
▽
四
回
（
八
月
）
 
「心
身

の
発
達
と
し
つ
け
」
青
森
市
立

三
内
小
学
校
長
小
田
原
金
一
▽

五
回
（
九
月
上
旬
）
 
「幼
児

の

心
の
発
達
」
弘
大
教
育
学
部
（
 

講
師
未
定
）
ゾ
六
回
（
九
月
下

旬
）
子
供
に
好
か
れ
る
料
理
（
 

料
理
教
室
）
五
所
川
原
料
理
学

院
長
山
本
淳
▽
七
回
（
十
月
）
 

「
都
市
化
す
る
家
庭
と
社
会
」
 

県
教
委
社
会
教
育
課
長
三
橋
春

長
▽
八
回
 
（十
一
月
）
 
「
レク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
▽
九
回
 
（十

二
月
上
旬
）
希
望
課
題
▽
十
回
 

（
一
月
）
 
「就
学
ま
で
の
し
つ

け
」
五
所
川
原
小
学
校
長
藤
田

精
三
 

ま
で
 

▽
申
込
方
法
 
氏
名
、
年
令
、
 

住
所
、
世
帯
主
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。
 

出
稼
相

談
員

決
ま
る
 

市
の
出
稼
対
策
室
で
”
で
 の
 

ー
ほ
ど
、出
稼
相
談
員
十
人
を
次

の
と
お
り
委
嘱
L
ま
し
た
。
田

稼
者
や
そ
の
る
す
家
庭
で
問
題

や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
中
川
地
区
松
沢
清
治
郎
（
 

川
山
）
▽
松
島
地
区
笠
井
謙
一

（
富
ま
す
）
▽
長
橋
地
区
斎
藤

晃
（
石
田
坂
）
▽
飯
詰
地
区
今

幸
男
（
飯
詰
）
▽
七
和
地
区
新

谷
順
一

（
前
田
野
目
）
▽
栄
地
 

区
福
士
泰
四
郎
（
七
ッ
館
）
▽

梅
田
地
区
戸
沢
一
義
（
梅
田
）
 

▽
三
好
地
区
川
浪
勝
栄

（
藻
川

）
▽
毘
沙
門
地
区
田
村
勉
（
毘

沙
門
）
▽
小
曲
地
区
長
沢
京
子
 

（
小
曲）
 

登
記
済

証
を
 

お
調
べ
下
さ
い
 

昭
和
二
十
二
年
の
農
地
改
革
 

法
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
所

有
権
が
移
転
し
な
が
ら
ま
だ
登

記
を
し
て
い
な
い
人
が
お
り
ま

す
。
 

土
地
を
売
却
、
譲
渡
、
ま
た

は
収
得
し
て
所
有
権
が
変
わ
っ

て
い
る
人
は
、
お
手
も
と
の
登

記
済
証
を
一
度
た
し
か
め
未
登

記
の
人
は
市
農
業
委
員
会
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。
 

四
十
八
年
度
か
ら
登
記
を
受

け
る
人
は
、
登
録
免
許
税
の
適

用
を
受
け
税
金
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
手
続
は
今
年
度
中
に
し

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

古
文
書
の
 

解

読
講
習

会
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立

図
書
館
な
ど
の
協
力
で
「
古
文

書
解
続
講
習
会
」
を
七
月
二
日
 

（
日
）
午
前
九
時
か
ら
市
民
文

化
会
館
第
一
集
会
室
で
開
き
ま

す
。
講
師
は
市
文
化
財
審
議
委

員
会
議
長
の
秋
元
省
三
氏
ほ
か

二
氏
で
受
講
料
は
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
四
百
円
い
た
だ
き
ま
す
 

教
育
マ
マ
に
あ
り
が
ち
な
こ

ど
も
の
過
保
護
と
、
反
対
に
出

稼
ぎ
る
す

家
庭
の
放
任
と
、
 

変
動
す
る
社
会
に
あ
っ
て
幼
児

教
育
は
し
だ
い
に
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
教
育
委
員
会

で
は
こ
の
よ
う
な
現
況
を
ふ
ま

え
て
就
学
前
の
幼
児
の
よ
り
よ

い
発
達
を
め
ざ
し
て
幼
児
を
も

つ
お
母
さ
ん
の
た
め
の
 
「お
母

さ
ん
教
室
」
を
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

と
く
に
「
お
母
さ
ん
教
室
」
 

を
受
講
し
て
い
る
時
間
中
は
、
 

こ
ど
も
の
保
育
を
し
て
あ
げ
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
づ
れ
で
気
 

身
障
者
更

生
相
談
と
 

無
料
巡
回
診
査
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
、
四
十
 

一〕と
）
 

七
年
度
の
身
体
障
害
者
無
料
巡
 
▽

眼
科
、
七
月
十
三
日
（
木
 

回
診
査
と
更
生
相
談
を
次
の
日
 
）

同
、
市
中
央
公
民
館
 

程
で
行
な
い
ま
す
。
 

▽
整
形
外
科
、
七
月
二
十
四
 

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
の
手
 
日
（

月
）
同
、
福
祉
会
館
 

疾
病
の
早
期

発
見

女
性
を
対
象

に
 

生
じ
、
瞳
蚤
『後
の
変
更
、
あ
る
 

市
健
康
年
金
課
て
は
次
に
よ
っ

い
は
医
療
の
必
要
と
さ
れ
る
人
 

て
婦
人
科
検
診
の
申
し
込
み
を

義
肢
、
装
具
な
ど
の
不
合
、
新
 

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

調
（
改
造
）
 を
必
要
と
す
る
 
▽

実
施
期
日
 
七
月
中
旬
か

人
。
就
業
、
生
活
、
医
療
、
施
 
ら

八
月
下
旬
ま
で
の
間
（
申
し

設
な
ど
を
希
望
す
る
人
の
ほ
か
 

込
み
に
よ
っ
て
検
診
期
日
と
指

新
た
に
手
帳
の
申
請
を
さ
れ
る
 

定
病
院
を
通
知
し
ま
す
）
 

人
や
補
装
具
の
交
付
を
受
け
る
 
▽

対
象
者
 
満
三
十
五
才
以

こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
で
す
。
 

上
の
女
性
 

▽
耳
鼻
科
、
六
月
二
十
六
日
 

▽
検
診
の
料
金
 
四
〇
〇
円
 

（月
）
午
前
九
時
ー
午
後
一
時
 

（
八
〇
〇
円
の
う
ち
市
で半
額
 

市
中
央
公
民
館
 

負
担
）
 

▽
内
科
、
七
月
七
日
（
金
）
 
▽

申
込
場
所
 
健
康
年
金
課
 

同
、
五
所
川
原
保
健
所
（
内
科
 
又

は
各
支
所
 

の
場
合
は
x
線
写
真
を
持
参
の
 
▽

申
込
期
日
 
六
月
「
博
日
 

r
 

く
 



野
草
の
花
だ
よ
り
 

×
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
オ

（
フ
ブ

ラ
ナ
科
）
。
山
野
の
日
当
り

の
よ
い
と
こ
ろ
に
生
え
る
越

年
草
で
す
、
 花
が
お
わ
っ
た

後
に
出
て
く
 

ク
旗
竿
4
と
し
山
野
に
生
え

る
の
で
ヤ
マ
 
ハタ
ザ
オ
と
な

り
ま
し
か
D

「、
・ヒ
メ
タ
ガ
ソ

デ
ソ
ウ
（
ナ
デ
ジ

コ
科
）
。
 

山
野
に
ど

え
る
多
年
草
で
 

す
。
和
名
は
、
 ク
姫
誰
が
袖
 

”
早4
で
花
姿
が
か
れ
ん
な
と

こ
ろ
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
 

草
の
高
さ
が
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
で
白
い
五
弁
花
を
つ
け
ま

す
。
▽
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
（
ス
イ

カ
ズ
ラ
科
）
。
山
地
に
生
え
 

る
落
葉
低
木

で
す
。
津
軽

地
方
で
は
、
 

ク
ガ
ジ
ヤ
シ
 

バ
 4
ク
ウ
ヅ
ギ
4
イ
ワ
シ
バ

ナ
4
と
俗
称
し
て
い
ま
す
。
 

ビ
ン
 ク
の
花
は
美
し

い
も

の
で
す
。
和
名
は
「
谷
に
生

え
る
空
木
」
の
意
味
で
す
。
 

る
果
実
が
細
 
フ
ラ
ワー
セ
ン

タ
ー
 

長
く
の
び
る
6
月
上
旬

1
6
月
中
旬

と
こ
ろ
か
ら
 

、
 

＞と き 6 月17日（土曜日） 

午後2時～4時 

＞ところ 市民文化会館大ホール

＞ヒ映映画 カラースコープ「なつ 

かしの笛や太鼓」家庭教 

育映画「根性を育てる」 

家族みんなで楽しみ、ためになる 

映画会です。おそろいでおいでくだ◆

さい。入場は無料です。 

児
童
手
当
制
度
が
こ
と
し

一

月
一
日
か
ら
実
施
支
給
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
手
当
支
給
の
要

件
に
つ
い
て
受
給
者
の
前
年
の

所
得
や
養
育
の
状
況
な
ど
を
審

査
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
、
 こ
の

認
定
の
た
め
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

六
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
市
福
祉
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
届
け
を
出
さ
な
い
と
、
 

引
き
続
き
手
当
支
給
の
要
件
が

満
た
さ
れ
て
も
六
月
分
以
降
の

児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

手
当
支
給
要
件
の
該
当
者
は
 

野
外
植
物

に
 

親
し

も
う
 

「
五
所
川
原
市
民
野
外
植
物
に

親
し
む
会
」
の
第
三
回
例
会
は

六
月
二
十
三
日
（
木
）
午
後
五

時
か
ら
六
時
ま
で

行
な
い

ま

す
。
参
加
す
る
人
は
、
メ
モ
帳

を
準
備
し
岩
木
川
原
の
乾
橋
の

下
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
七

な
お
雨
犬
で
も
決
行
。
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

△
十
八
歳

未
満
の
 
児
童
を

三
人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
ひ
と
り
以
上
が
昭
和
四

十
二
年
一
月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
児
童
で
あ
る
こ
と
、
 

八
養
育
者
本

人
の
前
年
の

収
入
が
一
定
額

（
扶
養
親
族
等

五
人
の
場
合
お
よ
そ
二
百
万
円
 

）
を
超
え
な
い
所
得
で
あ
る
こ

と
、
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
，
 

な
お
児
竜
手
当
認
定
請
求
書
 

昭
和
四
十
七
年
七
月
十
四
H
 

任
期
満
了
に
と
も
な
う
市
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、
次
の

日
程
で
行
な
い
ま
す
。
 

▽
投
票
H
、
六
月
二
十
八
日
 

（
水
曜
日
）
 

▽
投
票
時
間
、
午
前
ヒ
時
ー
 

午
後
六
時
 

▽
投
票
所
、

五
所

川
原
第

一
、
第
二
、
第
三
の
投
票
所
は

市
民
文
化
会
館
。
松
島
第
五
投

票
所
（
松
島
団
地
）
は
、
松
島
 

（現
況
届
）
を
提
出
の
さ
い
は

必
ず
印
鑑
、
健
保
、
国
保
の
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
国
家
公
務
員
、
地
方

公
務
員
は
勤
務
先
で
取
り
扱
う

ニ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

第
一
投
票
所
（
松
島
支
所
）
 
へ

合
併
す
る
ほ
か
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
で
す
。
な
お
入
場
券
は
、
 

発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

選
挙
区
お
よ
び
選
挙
す
べ
き

人
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
第
一
選
挙
区
（
旧
五
所
川

原
、
中
川
、
小
曲
地
区
）
五
人

〇
第
二
選
挙
区
（
栄
、
梅
沢

地
区
）
五
人
 

〇
第
三
選
挙
区
（
七
和
地
区
 

）
四
人
 

〇
第
四
選
挙
区
（
長
橋
地
区
 

）
四
人
 

〇
第
五
選
挙
区
（
飯
詰
、
毘

山
門
、
長
富
地
区
）
五
人
 

〇
第
六
選
挙
区
（
三
好
地
区
 

）
三
人
 

〇
第
七
選
挙
区
（
松
島
地
区
 

）
四
人
 

ク
沖
縄

ン
あ
て
の
郵

便
は
国
内

扱
い
へ
 

五
月
十
五
日
か
ら
沖
縄
県
あ

て
の
郵
便
物
は
、
国
内
郵
便
と

し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
 

郵
便
番
号
制
も
国
内
と
同
じ

に
な
り
、
郵
便
番
号
簿
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
ご
入
用
の
人
は

最
寄
り
の
郵
便
局
に
お
申
し
出
 

く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
さ
し
出
し
の
郵
便
物
 

（
小
包
の
と
き
も
）
に
は
、
あ

て
先
、
あ
な
た
の
住
所
の
郵
便

番
号
も
お
忘
れ
な
く
ご
記
入
願

い
ま
す
、
 全
国
版
郵
便
番
号
簿

が
若
干
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の

人
は
当
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
 

（
五
所
旧
京
郵
便
局
）
 

農

事
 
情

報
 

畑
作
は
、
管
理
作
業
が
主
体

と
な
り
ま
す
。
月
の
後
半
は
気

温
が
低
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
中
耕
培
土
を
行
な

っ
て
地
温

を
高
め
て

く
だ
さ

い
。
ま
た
追
肥
や
病
害
虫
の
防

除
、
除
草
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
行
な

っ
て
生
育
を
促
進
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
ス
イ
カ
の
交
配
、
中
旬
ご

ろ
交
配
期
に
は
い
る
が
、
開
花

し
た
ニ
ー
三
番
花
を
確
実
に
着

果
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

今
月
は
と
く
に
降
雨
、
低
温

と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
人

工
交
配
は
ぜ
ひ
実
行
し
た
い
作

業
で
す
、
 

▽
病
害
虫
防
除
、
ウ
リ
類
（
 

キ
ユ
ウ
リ
、
 ス
イ
カ
、
か
ぼ
ち

や
な
ど
）
。
気
温
二
〇
度
（
C
 

氏
）
内
外
で
多
湿
の
と
き
は
べ

と
病
が
、
二
〇
ー
二
四
度
（
C
 

氏
）
で
多
湿
の
と
き
は
、
炭
そ

病
が
多
発
す
る
の
で
、
薬
剤
を

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
高
温
、
 

多
湿
に
な
る
と
ア
プ
ラ
ム
シ
も

多
く
な
る
の
で
発
生
に
注
意
し

殺
菌
剤

と

殺
虫
剤

を
散
布
す

る
こ
と
。
 

r
 

・
 

 

④
1
児
童
手

当

の
 

一
 

一
 

現
況
届

は
6
月
中
に
 

投
票
は
6
月
2
8日
 

農
業
委
員
選
挙
 

二6月の明日を開く―二 
Iー映 画 の 会ー’ 

~ー ． 



7 月 1 日 

国民安全の日 

左右の安全を 

踏切はいつたん停止 

低
 

東
北
電
力
営
業
所
 

街
路
樹
植
樹
に
奉
仕
 

み
ど
り
の
あ
る
明
る
い
運
動

を
す
す
め
て
い
る
東
北
電
力
五

所
川
原
営
業
所
は
市
の
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
歩
調
を
あ
わ

せ
、
街
路
樹
の
植
樹
を
奉
仕
し

た
り
街
路
灯
を
修
理
し
市
民
か

ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
同
所
が
五
月
五
日

か
ら
十
日
間
行
な
っ
た
サ
ー
ビ

ス
高
揚
旬
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
 

・

し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
市
商

工
観
光
課
が
緑
化
運
動
と
し
て
 

五
月
七
日
行
な

っ
た
街
路
樹
の

植
樹
に

は
羽
岡

浩
所
長
以
下
十
 

六
人
の
所
員
が

参
加
し
植
穴
を

堀
っ
た
り
水
を

か
け
一
日
汗
だ

く
の
労
力
奉
仕

を
し
ま
し
た
。
 

お
か
げ
で
こ
の

日
は
、
旭
町
か

ら
敷
島
町
、
下

平
井
町
通
り
に

二
年
生
木
の
プ
 

ラ
タ
ナ
ス
百
十

一
本
を
植
え
終
 

り
ま
し
た
。
 

危
険
な
シ

ン
ナ
ー
 

ポ
ン
ド

遊
び
 

第
三
の
麻
薬
と
い
わ
れ
る
溶

解
剤
シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
ボ
ン

ド
を
乱
用
す
る
青
少
年
が
、
最

近
増
加
す
る
一
方
で
、
昨
年
中

県
内
で
警
察
に
発
見
、
補
導
を

う
け
た
も
の
は
三
一
六
名
に
お

よ
び
ま
し
た
。

一
昨
年
ょ
り

一

九
・
二
％
も
ふ
え
本
年
一
月
か

ら
四
月
ま
で
の
間
に
す
で
に
一

〇
五
名
も
補
導
さ
れ
、
こ
れ
の

防
止
の
た
め
6
月
2
0日
か
ら
7
 

月
2
0日
ま
で
青
少
年
の
シ
ン
ナ
 

⑤
 
ー
接
着
剤

等
の
乱
用
防
止
対
策

強
調
期
間
を
も
う
け
絶
減
に
の

り
だ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
先
だ
ち
同
所
は
市
に

ク
ズ
か
ご
三
個
を
寄
贈
し
、
柳

町
の
児
童
遊
園
地
と
牧
水
公
園

に
備
え
付
け
た
ほ
か
、
市
の
生

活
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
と
協

力
し
牧
水
公
園
に
あ
る
水
銀
灯

の
点
滅
器
を
修
理
し
市
内
十
三

カ
所
に
あ
る
交
通
安
全
回
転
灯

の
モ
ー
タ
ー
の
故
障
を
直
し
き

れ
い
に
掃
除
し
ま
し
た
。
こ
の

期
間
、
同
所
は
、
豊
か
な
み
ど

り
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
 

「
生
活
の
す

べ
て
に
安
全
を
 

」
七
月
一
日
は
 

「
国
民
安
全
の

日
」
で
す
。
産

業
災
害
や
交
通

事
故
、
火
災
な

ど
国
民
の
日
常

生
活
の
安
全
を
 

お
び
や
か
す
災
害
の
発
生
の
防

》
 

 

止
を
は
か
る
た
め
さ
る
三
十
五

年
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
は
「
生
活
の
す
べ
て

に
安
全
を
」
を
目
標
に
と
く
に

生
活
の
安
全
に
つ
い
て
、
家
庭

で
の
親
子
の
話
し
合
い
を
置
薪
一

の
中
心
に
し
て
お
り
ま
す
。
 
 

白
粉
花
な
ど
野
花
の
タ
ネ
千
七

百
袋
を
市
民
に
配
布
し
市
の
 
「
 

小
鳥
の
森
づ
く
り
」
運
動
に
協

力
し
ま
し
た
。
 

交
通
量

の
増
加
と

車
の
大
型

化
、
列
車

の
運
転
回

数
の
増
加

と
ス
ピ

ー
 

ド
化
に
よ
 

り
踏
切
事

故
が
多
発

の
傾
向
に

あ
り
ま
す

五
月
に

入
っ
て
か
 

ら
、
す
で
に
秋
田
鉄
道
管
理
局

管
内
で
三
件
の
耕
転
機
に
よ
る

踏
切
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
 

列
車
運
転
に
支
障
と
な
る
ば
か

り
か
事
故
に
あ
っ
た
方
の
人
的

物
的
損
害
も
ば
く
大
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
踏
切
で
は
、
必
ず

一
時
停
止
し
て
左
右
の
安
全
を

確
認
す
る
な
ど
、
次
の
点
を
よ

く
守
り
ま
し
よ
う
。
 

〇
警
報
は
必
ず
守
り
ま
し
よ
 

、hノ
 〇

せ
ま
い
踏
切
で
は
、
お
互

に
ゆ
ず
り
合
い
ま
し
よ
う
 

〇
見
通
し
の
悪
い
踏
切
で
は

窓
を
開
け
目
と
耳
の
両
方
で
安

全
を
確
め
、
助
手
が
い
る
と
き

は
誘
導
さ
せ
ま
し
よ
う
 

〇
踏
切
の
先
が
混
雑
し
て
い

る
と
き
は
、
必
ず
踏
切
の
手
前

で
待
ち
ま
し
よ
う
 

〇
踏
切
上
で
の
変
速
は
や
め

ま
し
よ
う
 

〇
落
ち
込
み
や
故
障
の
た
め

踏
切
上
で
車
が
動
か
な
く
な
っ

た
ら
、
車
を
出
す
ょ
り
ま
ず
列

車
を
止
め
る
手
配
を
し
て
く
だ

さ
い
 

〇
あ
な
た
の
車
に
は
、
ぜ
ひ

発
煙
筒
、
赤
旗
、
赤
ラ
ン
プ
な

ど
の
非
常
用
品
を
そ
な
い
て
く

だ
さ
い
 

（秋
田
鉄
道
管
理
局
弘
前
保

線
区
）
 

病
後

に
農
薬
散
布

は
し

な
い
こ
と
 

六
月
一
H
か
ら
七
月
三
十
一

日
ま
で
は
県
の
農
薬
危
害
防
止

運
動
期
間
で
す
。
農
薬
の
保
管

管
理
に
あ
た
っ
て
は
カ
ギ
の
か

け
ら
れ
る
場
所
に
巌
重
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
散
布
剤
希
釈

時
に
素
手
で
作
業
し

た
り
、
 

散
布
途
中
で
喫
煙
し
た
り
せ
ず

ま
た
散
布
後
農
薬
が
付
着
し
た

手
は
じ
ゆ
う
ぷ
ん
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
 

必
ず
ゴ
ム
手
袋
、
 マ
ス
ク
な
ど

を
し
服
装
を
整
え
素
肌
を
出
さ

ず
病
後
、
妊
娠
中
、
睡
眠
不
足
 

、
生
理
時
な
ど
不
健
康
状
態
で

散
布
し
な
い
こ
と
。
作
業
後
は

手
足
は
も
ち
ろ
ん
、
全
身
を
石

け
ん
で
よ
く
洗
い
、
作
業
期
間

中
は
毎
日
衣
服
を
取
り
替
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
 

〇
 

奉仕でプラタナスを植える所員 

市の施設見学会 

△と 	き 7 月 12日（水）午前10時出

発午後3時頃終了予定です。 

△申込み方法 7月5日まで’こハガキに住所、 

氏名、年令、職業を書いて情

報課にお申し込みください。 

（定員50名） 

△見学コース 市役所前（集合）～衛生処理

センター～勤労青少年体育セ

ンター～津軽フラワーセンタ 

ー～松島団地～学校給食セン

ター元町浄水場～三道会館～ 

市役所の順です。 

△経 	費 昼食代として100円いただき

ます。 
なお施設見学会は10月まで毎月1回

第2水曜日を予定しております。 



生活環境バトロール本部 

住 み よ し、 

環境づくりに 

でんわ⑤ 1414 

⑥ 

ね
た
き
り
老
人
ホ
ー
ム
 

「青
山

荘
」
完
成
 

ね
た
き
り
老
人
の
養
護
の
た

め
四
十
五
年
春
か
ら
市
内
金
山

字
盛
山
に
建
設
し
て
い
た
社
会

福
祉
法
人
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
 

ム
 
「青
山
荘
」
は
こ
の
ほ
ど
完

成
し
六
月
二
十
日
落
成
式
を
行
 

な
い
ま
す
。
 

「青
山
荘
」
 

は
日
本
自
転
車

振
興
会
の
補
助

施
設
と
し
て
、
 

社
会
福
祉
法
人

の
青
森
民
友
厚

生
振
興
団
が
建

設
し
て
い
た
も

の
で
、
 一
部
施

設
を
残
し
五
月

一
日
開
園
し
ま

し
た
が
、
す
で

に
西
北
五
を
は

じ
め
中
弘
南
な

ど
か
ら
五
十
人

の
定
員
に
対
し

四
十
人
の
お
と

し
よ
り
が
入
所

し
 
て
お
り

ま
 

す
。
 

「
青
山
荘
」
に
は
、
診
療
所
 

（
医
務
室
）
の
ほ
か
静
養
室
も

設
置
、
医
師
が
随
時
回
診
に
あ

た
る
ほ
か
、
生
活
指
導
員
が
親

身
に
な
っ
て
生
活
と
身
上
相
談

に
の
り

洗
た
く
、
入
 
浴
そ
の

ほ
か
身
の
回
り
の
日
常
生
活
の
 
 

す
べ
て
を
寮
母
が
介
護
し
て
い

ま
す
。
 

ほ
か
に
寝
た
ま
ま
で
入
浴
で

き
る
特
別
浴
室
、
機
能
回
復
訓

練
室
も
完
備
し
て
お
り
入
所
を

希
望
す
る
お
と
し
よ
り
は
近
く

の
民
生
委
員
ま
た
は
市
福
祉
事

務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

県
と
市

商
工
観
光

課
は
、
農

業
か
ら
ほ

か
の
産
業

へ
就
業
を

希
望
す
る

農
業
従
事
 

者
に
転
職

訓
練
を
行

な
い
ま
す
 

入
校
資
格
 

は
現
在
農
 

業
に
従
事
 

し
て
い
る
 
か入
校
の
申
し

込

み
を
す
る
前
一
年
以
内
に
農
業

に
従
事
し
て
い
た
人
で
、
い
ず

れ
も
市
農
業
委
員
会
か
ら
農
業

者
の
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付

を
受
け
た
人
で
男
女
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
 

訓
練
科
目
は
、
縫
製
科
で
、
 

縫
製
機
械
に
よ
る
縫
製
の
技
能

と
知
識
に
関
す
る
基
礎
訓
練
で
 
 

七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三
カ
月

間
、
五
所
川
原
市
福
祉
会
館
で

訓
練
を
受
け
ま
す
。
入
校
願
書

は
六
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
四

日
ま
で
市
商
工
観
光
課
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
願
書
な
ど
の

関
係
用
紙
は
同
課
に
備
え
付
け

て
お
り
ま
す
。
 

定
員
は
十
人
で
六
月
二
十
八

日
午
前
十
時
か
ら
福
祉
会
館
で

選
考
を
行
な
い
七
月
三
日
か
ら

開
校
の
予
定
で
す
。
な
お
詳
し

い
こ
と
は
市
商
工
観
光
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

複
刻
し

た
 

「
新
岡
累
代
日

記
」
 

藩
政
時
代
に
無
頼
の
徒
や
貧

困
者
を
集
め
て
道
徳
教
育
を
施

し
、
飯
詰
の
原
野
を
開
墾
し
た

様
子
を
克
明
に
記
載
し
た
新
岡

七
左
衛
門
か
ら
始
ま
る
「
新
岡

累
代
日
記
」
が
、
郷
土
史
を
研

究
し
て
い
る
市
内
大
町
、
秋
元

省
三
さ
ん
に
よ
っ
て
こ
の
ほ
ど

日
記
の
全
文
を
記
し
た
「
み
ち

の
く
双
書
」
と
し
て
複
刻
し
ま

し
た
。
 

こ
の
新
岡
家
累
代
日
記
は
、
 

そ
の
一
族
で
現
在
青
森
市
沖
館

に
住
ん
で
い
る
新
岡
栄
氏
か
ら

秋
元
さ
ん
に
託
さ
れ
た
も
の
で

す
。
 

郷
土
史
を
研
究
し
て
い
る
方

飯
壮
叫
 
長
富部
落
に
関
係
の
あ

る
人
で
、
日
記
の
全
文
を
記
載

し
た
「
み
ち
の
く
双
書
」
を
希

望
さ
れ
る
人
は
市
内
大
町
一
、
 

秋
元
省
三
さ
ん
電
話

④
一
一
八

九
三
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

20日落成式を行なう 「青山荘」 

農業従事者に 

転職訓練 

心種痘の接種のお知らせか 

健康年金課では、次の日程で種痘の接種を行ないます。 

圏該当者は、生後 6カ月から満 2歳までで、まだ接種をうけてい

ない乳幼児。 圏料金は無料。圏母子手帳は必ずご持参願います。 

圏当日熱が高い、しっしん、下痢または病院に通っている乳幼児は

接種することができません。 

接 	種 検 	査 
地区名 

期 	日 時 	間 期 	日 時 	間 場 	所 

旧町 
五小学区 6 月20日午后 1 喫異 6 月28日午叱欝鶏中央公民館 

梅 	沢 6 月21日 午后 1時3fl分 
-2時30分 

6 月28日 'I 梅沢 支所 

中 	」 	川 6 月22日 ク 6 月29日 'I 中川 支所 

三 	好 6 月22日 ク
 

6月2
9

日
 

'I 三好診療所 

飯 	詰 6 月23日 ク 6 月30日 'I 飯詰 支所 

毘 沙 門 6 月23日 ク 
6 月30日 ク 毘沙崇学校 

長 	橋 7 月 4日 ~ 7 月11日 'I 長橋診療所 

栄 1月 4日 午后 l時 
-2時 

7 日，，ロ午后 1 
7 月11日 I 

時 
,え溝 

A4 	士 市ニ
栄 支 所 

松 	島 7 月 5日 ク 7 月12日 I, 松島 支所 

旧町南小学 
区と湊団地 

7 月 6日 午后 1時30分 
-3時 

7Fll‘口午后 1 7 月l日 -I 
“ノ」”’H 

時30分“1汁，ノ、巨柵 -I旦 A昆器K中央公民館 -2時30分Tフロ、ハ‘耳ロ 

七 	和 7 月 7日 前相時 
~H時 

7 日 1亡ロ午前10 7 月15日 I 

	

時 	レ中1 →f＝亡 

	

I1J 欝 	七和 支所 

※五ノ 
南ノ ト学区は南小学校通学区域 
ト学区は五所川原小学校通学区域 
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